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⑥
父
母
が
求
職
中

　

原
則
３
か
月
と
な
り
ま
す
。

⑦
家
庭
の
災
害
な
ど

　

火
災
、風
水
害
、地
震
な
ど
の
災

　

害
を
受
け
、そ
の
復
旧
の
間
で
あ

　

る
場
合
。

　

12
月
３
日
㈪
～
12
月
28
日
㈮

　

氷
川
町
役
場
町
民
環
境
課
、宮

原
振
興
局
総
務
振
興
課
、常
葉
保

育
所
、ダ
ー
ナ
保
育
園
、月
乃
輪
保

育
園
、東
光
保
育
園
、吉
野
保
育
園
、

宮
原
慈
光
保
育
園

①
保
育
所
入
所
申
込
書

　

両
面
を
記
入
く
だ
さ
い
。児
童
１

　

人
に
つ
き
１
枚
。

②
源
泉
徴
収
票
、申
告
書
の
写
し

　

給
与
所
得
者
の
人
は
、平
成
24

年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
を

２
月
28
日
㈭
ま
で
、所
得
税
・

住
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
人
は

控
え
の
写
し
を
３
月
18
日
㈪
ま

保
育
所
の
入
所
申
込
受
付
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度  

保
育
所（
園
）入
所
の
ご
案
内

保
育
所
と
は

申
込
書
の
備
え
付
け
と
提
出
先

必
要
書
類

入
所
で
き
る
児
童

申
込
書
の
受
付
期
間

来
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　

保
育
所
は
、日
々
保
護
者
に
代

わ
っ
て「
保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
児
童
」を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

保
護
者
や
家
族
の
い
ず
れ
も
が
児

童
を
保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、保
育
所
に
入
所
で
き
ま
す
。

　

保
護
者
や
家
庭
が
次
の
い
ず
れ

か
の
事
情
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

　

家
庭
外
で
仕
事
を
す
る
場
合
。

②
家
庭
内
労
働

　

家
庭
内
で
日
常
の
家
事
以
外
の

　

仕
事
を
す
る
場
合
。

③
母
親
の
出
産

　

母
親
が
出
産
、ま
た
は
出
産
前

　

後
で
あ
る
場
合
。

④
保
護
者
の
病
気

　

病
気
、け
が
、ま
た
は
心
身
に
障

　

が
い
が
あ
る
場
合
。

⑤
病
人
の
看
護

　

家
庭
内
に
長
期
に
わ
た
る
病
人

　

や
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
親
族

　

を
常
時
看
護
し
て
い
る
場
合
。

で
に
前
記
提
出
先
に
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、両
親
共
に
収
入
が

あ
っ
た
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
必
要
で

す
。　

※
父
母
の
平
成
24
年
中
の
収
入
合

計
が
１
８
０
万
円（
ひ
と
り
親

世
帯
は
１
３
０
万
円
）未
満
の

場
合
は
、同
居
の
祖
父
母
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
や
申
告
書
な
ど
が

必
要
で
す（
世
帯
分
離
で
も
同

居
と
み
な
し
ま
す
）。

③
障
が
い
者
手
帳
写
し
、診
断
書

　

本
人
、同
居
者
が
障
が
い
者
、保

護
者
の
病
気
な
ど
で
入
所
希
望

の
場
合
。

④
保
育
料
口
座
振
替
依
頼
書

　

現
在
、納
付
書
で
納
入
の
人
。後

記
保
育
料
の
納
入
を
参
照
く
だ

さ
い
。

⑤
雇
用（
雇
用
予
定
）証
明
書

　

雇
用
予
定
の
人
は
提
出
く
だ
さ

い
。用
紙
は
、氷
川
町
役
場
町
民

環
境
課
、宮
原
振
興
局
総
務
振

興
課
、各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

※
②
か
ら
⑤
に
つ
い
て
は
、１
世
帯

　

で
１
枚
。

●
保
護
者
の
所
得
税
額
ま
た
は
前

年
度
町
民
税
均
等
割
課
税
額
と
、

児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
ま
す
。な
お
、家
計
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
人
が
祖
父
母
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、そ
の
人

の
税
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま

す
。

●
公
立
、私
立
保
育
所
共
に
保
育

料
の
算
定
方
法
は
同
じ
で
す
。

　

入
所
の
決
定
は
、家
庭
状
況
の
審

査
を
行
い
、入
所
基
準
に
該
当
す
る

場
合
に
、各
保
育
所
を
通
じ
て
保
護

者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

　

町
で
は
口
座
振
替
納
入
を
勧
め

て
い
ま
す
。口
座
振
替
は
、毎
月
25
日

（
金
融
機
関
な
ど
が
休
み
の
場
合

は
翌
営
業
日
）で
す
の
で
、前
日
ま

で
に
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
依
頼
書
は
氷
川
町
役
場

お
よ
び
宮
原
振
興
局
、町
内
の
保
育

所
、町
内
の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

記
入
後
、金
融
機
関
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
に
虚
偽
の
記
載
が

あ
っ
た
場
合
は
、入
所
の
承
諾
は

取
り
消
し
と
し
、入
所
後
に
明

ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
退
所
と

な
り
ま
す
。

●
希
望
者
多
数
の
た
め
希
望
す
る

保
育
所
へ
入
所
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
年
度
途
中
の
入
所
申
し
込
み
に

保
育
料
の
算
定
方
法

つ
い
て
は
、随
時
受
け
付
け
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、原
則
と
し

て
、申
し
込
み
順
で
入
所
の
承
諾

を
し
ま
す
。

●
そ
の
ほ
か
、入
所
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
相
談
さ
れ

た
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
環
境
課 

町
民
環
境
係

　

☎
52
・
５
８
５
１（
直
通
）

　
宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課 

総
合
窓
口
係

　

☎
62
・
２
３
１
１

◎
町
内
の
保
育
所（
園
）

　

常
葉
保
育
所　
　

☎
62
・
２
２
３
２

　

ダ
ー
ナ
保
育
園　

☎
62
・
２
０
１
０

　

月
乃
輪
保
育
園    

☎
52
・
１
５
６
８

　

東
光
保
育
園　
　

☎
52
・
１
８
２
３

　

吉
野
保
育
園　
　

☎
62
・
４
１
３
０

　

宮
原
慈
光
保
育
園　

☎
62
・
４
４
３
５

結
果
の
通
知

保
育
料
の
納
入

そ
の
ほ
か

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、地
方
公

共
団
体
は
、毎
年
度
、実
質
的
な
赤
字
や
外
郭
団
体
を
含
め
た
実
質
的

な
将
来
負
担
な
ど
に
係
る
指
標（「
健
全
化
判
断
比
率
」）と
、公
営
企
業

ご
と
の
資
金
不
足
率（「
資
金
不
足
比
率
」）を
議
会
に
報
告
し
、公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
公
表

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

【
用
語
解
説
】

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど（
氷
川
町
の
場
合

は
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、介
護
保
険
特
別
会
計
、後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）の
実

質
収
支
額（
歳
入
と
歳
出
の
差
引
）

が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
、標
準
財
政

規
模（
①
）に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

家
計
に
例
え
る
と
、年
収
に
占
め
る

年
間
の
赤
字
の
割
合
と
言
え
ま
す
。

氷
川
町
の
一
般
会
計
な
ど
に
お
い
て

赤
字
は
生
じ
て
い
な
い
た
め
、実
質

赤
字
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

①
標
準
財
政
規
模
：
自
治
体
が
通

常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
な
経
常
的
な
一
般
財

源
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る
の
か
を

表
す
指
標
で
地
方
税
や
普
通
交
付

税
な
ど
を
合
算
し
た
も
の
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

（
全
て
の
会
計
の
実
質
赤
字
の
比
率
）

　

町
の
全
て
の
会
計（
実
質
赤
字
比

率
の
会
計
に
公
営
企
業
会
計
の
下

水
道
特
別
会
計
、宅
地
開
発
事
業

特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
）の
赤
字

額
と
黒
字
額
を
合
算
し
て
赤
字
と

な
っ
た
場
合
、標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
赤
字
の
割
合
。実
質
赤
字
比
率

と
同
様
に
氷
川
町
の
公
営
企
業
会

計
で
も
赤
字（
資
金
不
足
）は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、連
結
実
質
赤
字

比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

氷
川
町
の
平
成
23
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、い
ず

れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
早
期
健
全

化
基
準
、財
政
再
生
基
準
を
下
回

り
健
全
な
状
況
と
言
え
ま
す
。な
お
、

公
表
す
る
指
標
は
、①
実
質
赤
字

比
率
、②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③

実
質
公
債
比
率
、④
将
来
負
担
比

率
、⑤
資
金
不
足
比
率
の
５
つ
で
す

（
①
～
④
を
総
称
し
て
健
全
化
判

断
比
率
と
言
い
ま
す
）。

実
質
公
債
費
比
率

（
公
債
費
な
ど
の
比
重
を
示
す
比
率
）

　

町
の
一
般
会
計
の
支
出
の
う
ち
、

借
入
金（
地
方
債
）の
返
済
額
お
よ

び
こ
れ
に
準
じ
る
額（
一
部
事
務
組

合
へ
の
負
担
金
、公
営
企
業
会
計
に

対
す
る
繰
出
金
の
う
ち
、借
入
金
の

返
済
に
充
て
た
と
認
め
ら
れ
る
分

な
ど
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
で
、３
か
年（
21
～
23
年
度
）の

平
均
値
。家
計
に
例
え
る
と
、年
収

に
占
め
る
年
間
の
借
金
返
済
額
の

割
合
と
言
え
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

（
借
入
金
残
高
の
ほ
か
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
を
捉
え
た
比
率
）

　

町
の
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
的

に
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
実

質
的
な
負
債（
借
入
金
の
返
済
な

ど
）に
あ
た
る
額（
将
来
負
担
額
）

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
。

家
計
に
例
え
る
と
、負
債
の
残
高
が

年
収
の
何
年
分
に
相
当
す
る
か
を

示
し
た
割
合
と
言
え
ま
す
。こ
の
比

率
が
高
い
場
合
、将
来
こ
れ
ら
の
負

担
額
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、今
後
の
財
政
を
圧
迫
す
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

（
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
の
比
率
）

　

公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
資
金

不
足
額（
②
）の
事
業
規
模（
③
）に

対
す
る
割
合
。氷
川
町
で
は
、下
水

道
事
業
特
別
会
計
、宅
地
開
発
事

業
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、い
ず
れ
の
会
計
に
お
い
て
も
資

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

健全化判断比率 −％ −％ 13.5％ 29.6％

早期健全化基準 15.00% 20.00% 25.0% 350.0%

財政再生基準 20.00% 40.00% 35.00%

【健全化判断比率】

【資金不足比率】

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」と表示しています。 

※資金不足額がないため、資金不足比
　率は「―」と表示しています。

特別会計の
名称

資金不足
比率

下水道事業
特別会計 −％

宅地開発事業
特別会計 −％

金
不
足
額
は
生
じ
て
い
な
い
た
め
、

資
金
不
足
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

②
資
金
不
足
額
：
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
赤
字
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
、公
営
企
業
ご
と
に
算
定
し
た
額
。

③
事
業
規
模
：
料
金
収
入
な
ど
主

た
る
営
業
活
動
か
ら
生
じ
る
収
益

な
ど
に
相
当
す
る
額
。

早
期
健
全
化
基
準

　

自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ

か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場

合
は「
早
期
健
全
化
段
階
」と
な
り
、

自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政

健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

財
政
再
生
基
準

　

自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か

が
財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合
は

「
財
政
再
生
段
階
」と
な
り
、財
政

再
生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、こ
の
計
画
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
の
同
意
が
必
要
と
な

り
、国
が
強
く
財
政
運
営
に
関
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、一
部
を

除
き
、地
方
債
の
発
行
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、税
金
や
公
共
料
金
の
増

額
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
財
政
課  

財
政
係

　

☎
52･

５
８
５
０（
直
通
）


